
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇城市小川町で開業しています、たかはしクリニックの髙橋です。郡市医師

会では在宅医療を担当し、クリニックでは訪問診療や在宅・老人施設での看取

りを行っています。 

 

2019.7に東京の京王プラザホテルで開催された 

「第１回日本在宅医療連合学会大会」に出席しました。 

テーマは「ひとつになる 医療・福祉・介護との協働 

連携から統合へまちづくりに向けて」で、認知症や心 

不全、呼吸不全などの合併症のある患者様の在宅医療 

・看取りなど数多くの発表、シンポジウムが行われて 

いました。 

 

また、参加者は医師・看護師・薬剤師・歯科医師・リハビリ技士・ケアマネ

ージャー・事務職員・行政職員など様々で、在宅医療に関わる各々の課題や連

携の重要性が議論されており、まさに多職種連携の会でした。特に在宅医療を「まち

づくり」として考える点は私にとって新鮮な感覚で、普段参加している医学会と違い

、※➀コ・メディカルのあつい熱意が伝わる学会でした。 

 

興味深いシンポジウムの１つに「在宅医療介護連携における情報共有～※②ICTの

もつ可能性～」という演題がありました。各地域でのネットワークの状況や問題点に

ついて発表があり、東京都医師会も都内のシステム統一に苦労されているようでした

。 

熊本県では県民の皆様にとって安心で、安全な地域医療・介護環境を提供できるよ

う、関連する各機関（病院・診療所・歯科診療所・薬局・検査センター・訪問看護ス

テーション・地域包括支援センターなど）が、患者情報やその他の医療情報について

情報交換・共有するための地域医療等情報連携ネットワークである「くまもとメディ

カルネットワーク」があり、少しずつ県内に拡がっています。 

 

当然、参加者（患者様）が許可した利用施設間のみでの情報共有であり、セキュリテ

ィーも高いネットワークですので、是非、皆さんに参加して頂きたいと思っています

（H31.3月の時点で県民１万人以上が登録されています）。 

参加者（患者様）の具体的なメリットとしては、かかりつけ医と病院が治療歴、検査

データ、画像データなどを共有することで２重に無駄な検査をすることなく、また、

薬局と情報共有することで薬が重なったり、相互作用の問題を防ぐことが出来る等が
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上げられます。詳しくは最寄りの医療機関や熊本県医師会の相談窓口などにお尋ね下

さい。 

 

これからのと言うよりも既に始まっている高齢化社会において、住み慣れた土地で

最期まで自分らしく療養生活を送るために、「在宅医療」について皆さんにもっと知

ってもらい、患者様本人だけでなくその御家族にも考えて頂く機会を増やしていく必

要があると思います。皆様にとって安心で、安全な医療・介護が受けられるまちづく

りのために行政と協働しながら、微力ではありますが、医師会の在宅医療担当として

、１人のかかりつけ医としてお役に立てるよう努力していきたいと考えています。 

 

※➀医師や歯科医師以外の医療関係者の中で医師の指示の下で医療業務を行う人

の総称。看護師や検査技師、薬剤師、リハビリスタッフなど 

 ※②情報、通信に関する技術の総称 

 


